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塁喜 善言材の薬剤さを十lζ認する河[IJ~を記j? でs その手Ij用むための 1 つのとするために，

材の性の試験lこ供試された湿りょうちの樹澄について駿 :1 昔日午、1" (AJizarine Brilliant 

Sky B!u" R 182必)の浸透性をす;べfご。

尽さ lmm の-4よ紋をう 岩波Rの染料水浴 90"C で ω 分I尚佼してi;i~1与し 風:生後lFiR
0)邸前を労きして染料長滋性を評価し六。

その約 1/3 の 17 械が良い渋泌総をシた。

全主主l が 0.40 以ド iQ支 J)djl (i� i=II!!í)が 0.08gjcmi. day 以上の泌総は2 一店長Ë ~，ζ 良い浸透主主を

〉おした。

fド日成分の多い樹穏は牧が;そかった。

材色の淡i11 な樹磁の方が浸透.;1がど之い傾向を万えした。

Z はじめに

木材への薬剤の浸透性は3 樹種によってヲ また浸透する主\\i\ ljのとよゥても異なることが， IIく1トヘ

[め I尚弁U'D ， ピニ Jレモノマ ヘ染料6)などをよ日いての前先により IlJj らかにちれている c 若者らも，パプアニ

ューニドニア材について， (1)染料 j交透れは亘間における主臭が間三ぎでぬること， (2) 一般に3 全花比重

が 0.40 以下， I汲水量〈板日間)が 60mg/cm2 伺 day 以七 Jj'(JJ!iJ と花人 ][)ükg!m3 以との樹援は?それ

ぞれ染料の j交透遠路を十分有している乙と ， (3) トオ{与が淡月な j括経は弘料浸透イこが良いこと多 を報告し

日ト勾 1) 
k 。

一方3 南j羊似の性質および加士一適性lζ|対する試験は，昭和 39 年以ぷーが 10 {J lbjJにわたり木材部@林産化

学部で総合的に続けられ?その総括 Jニ iノて妥樹のム去が IrflFf.fイ(1)性長 21j (休試研I22名 277

号) ~ζ箔られている 8)。三j~幸では2ζ れらの}三月付オの染料没述性をべ， 5~剤浸透叫に関する知見を

得るととも if: ， lfjバ討の不1]問のための 1 つ心交料を供するとと在 1 !内とした。さらに， J児認の南洋材の

諸性質から会乾l七疋， I洪水量〈彼自由)診 jill i[\成分量 ω数を引fはして染料没透H との関係;乙ついて考察

し，あわせと材色と染料浸透性との関係についても検討な試みた。

立

L 共試樹穏

「市オのの試験に供試された 67.I!il極のうち 53 七月五[について染色試設を行った。

198昔年月 8 け受

(1) (2) (3) (4) 林政イ日ニ部

15) 元林主主化学部

手jく深化学-24 Fo問st Products Chemistry-24 
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2。試験片

(1) 染色試験用単板

ítlí板の乾燥性」の試験用 l乙小型ベ、ニヤレースで厚さ lmm~と切

削された単板を木材部乾燥研究宗より提供を受け，長さ 5cm， 憾

5cm ~ζ切って実験に供した。単板の部位は，辺. )心材の区別が可能

な樹種の場合，心材を用いた。

(2) 引用した全乾比~.放水量・抽出成分最と，それらの試験片の部位

むを{H~
A 人人 .SO，Na

~、f〆\ずv CH,-CH1 

o NH-ﾇH .CH, 
CH,-CH; 

Fig. 1 Alizarine Brilliant 
Sky BluεR 182%. 

全乾比重は各部位の平均値を用いた8) 。

吸JJ<.量(板、目百〕は供試Ri板のßlS位 l乙合わせて， ["部位。 (Outer)J (髄より，その半後の 3/4 の部位)

あるいは[部位 1 (Inner)J (髄より，その半径の 1/2 の部位)のイ匿を用いたgト12) 。

抽出成分量は辺... JL.\材を含んだ供試材全体の値である 9ト17) 。

3. 染色試験

(1)染料

使用した染料は， Farbenfabril宣告n Bayer 社(独〕製の酸J性染料 Alizarine Brilliant Sky Blue 

R 182% (C. 1. Acid Blu巴 62) (P) ド Aliz旦rine と略記〕で， シナノキ e マカンパ e セン l乙対する浸透

↑生が非常に良い染料である 18)0 Fig. 1 iとその化学構造式を示す。

(2) 染色方法

0.5% 濃度の染料水溶液を入れた小型のステンレス槽!と p 各樹種 2 枚ずつの単板を浸浸して約 30 分間

Table 園染色試

Results of 

科名 学名 般名
種
円
す
貯
活
仏

樹
番
町
-
m
N

F乱mily Scientif� name Common name 

1 I Anacardiaceae 

2 I 

3 i Apocyr山巴a巴
4 

5lArauca山eae
6 I Burserac問
7 I Com bretace呂巴

8 I 

ヲ I Datiscac巴ae

10 I Dipterocarpaceae 

11 

12 

13 

14 

16 

1 ヲ

22 

i Campnosper附 br削戸etiぬta I キャンプノスパ 7 

1 スポンジアス

|アルストニア

1 ジェ)\レトン

|アガチス

|カナリウム

|ターミナリア

j ターミナリア

:エリマ
i ブ。ジック

ギアム

;アピトン

1 チュテール

i チュテーノレ

|ク Jレイン

|カプー Jレ

|センガワン

Spo持dias sp. 

AIstonia sp且

Dyera sp. 

Agathis sp. 

Ca幻arium sp. 

Ter拙inalia sp. 

/1 

Octo押lel邑s su，官wtγana

Anisojうtera glabra 

Cotylelobium sp. 

Dijうterocarpus sp. 

D. alatus 

D. insularis 

Dも争teroca，γがrtS sp. 

Dryobala:也ops 笥，p.

Shoγea albida 

サーノレ

ノぜンコイ

産地1) 原木記号

Origin Mark 
of log 

So1. XE  

N.G. XJl[A 

N.G. XlIA 

Kal. WA|  
Kal. XlIH-l 

N.G. XIH 

N.G. XD  

N.G 岳 X立 F

N.G. XB  

Cam. IIC 

Kal. VllE 

Phi. VA  

Cam. E③ 

Cam. llA 

Kal. IVA 

Sab. lIIA 

Swk. XllIE 
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i=fJi半材の染料浸透性〔力l1)iß~ .祭主:・後藤@長大村・依沼地)

90 分間保持した。染色昨J似を風乾{丸染料没j到叱の判定;こ供した。で 900C iこyhi弘した f炎，

染料i支J五倍の判定とその日ド (:lli(3) 

染色単似を各)jiílJ に数か所ナイフで以]断しフその断 If討を jレーペに飢完きして染料 ~x透の皮合を判定し含次

の 3 段階に評1ali した。

染料浸透性がJ!二常にJミいくiド板九部まで友両とほとんど同色に染色している)。( @ ) 

( 0 )染料正記述性が良い(単校内郎まで表 ITI!より注 Ij 、弘前ではあるが染色している)。

( x )染料浸透性が必い(単絞内部に染f0. しない部分がある〉。

(()~x) は E それぞれの中間的な染料没j~tl を12、併とする。

と考理

T丘ble 1 iこ，十;1' 0) 特じ 11~: と染色試験の結果を示声 。

f共試樹種の染料浸透性1伺

T丘ble 1 の結~(:(.ま，ノマプアー ι ーギー二ア 1シj の場??と問機iと 7) ~樹艇!日j の染料税透;止の jf:J;:~-が顕著である

Jこを示している。供試 53 樹極のうち予((0))が 13 位]ìiF ， (心)が 4 附議あるのでョ約 1/3ω尚稜は染料

設i計上が良いといえる。

Alizarine の場九(@)が 10 tM種， (@~~O) が 5パプアニューギニア材の供試 34 七日HrJlにおいては p

11'百十千村]よりもパプアニコーギニア材の1ftζ染料j受透合計 20 樹種あったのでp結I種， (0) が :)1古j極，
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T呂ble 1, (つづき) (Continued) 
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Fagacea邑

, Flacot立lrt“iac巴ae

jG仰均
Gut抗ti立ferae

Lauraceae 

Leguminosa巴

瓦!J:agnoli丘ceae

M巴lastomace乱E

Morac日ae

Myrt且ce旦巴

Podocarp乱C巴ae

I Rubiaceae 

|山d…
Sapotaceae 

I Ste叫乱C蹴
Thymelaeaceae 

Ulmaceae 

Verb巴naceae

S， 河egrosenszs

S'hor印 (Rubroshorea) sp・

S. hy�ochra 

Shorea (Richel叩des) sp. 

Shorea (Shorea) sp 

fI 

fI 

1/ 

Vatica sp. 

Nothofagus sp. 

1I 

Quercus sp. 

Homalium foetidul河

Gonystylus ba路canus

CαloPhyllum sp. 

Cratoめ!lon arborescens 

Litsea sp. 

Albizia falcata 

Parkia stre}うtocarþa

Pseudosindora jJalust灯 S

1Mchgh 
Dactylocladus stenostachys 

Artocω'þus sp. 

EucalYlうtus degluJうta

Eugenia sp 

Dacrydium elatum 

Anthoce�halus cadamba 

Pometia 1ケinnata

Palaquium sp. 

Planchonella sp. 

Pter οcymbium beccarii 

Tarrietia sp固

Aquilaria malaccensis 

Celtis sp. 

Gmelina sp. 

Tecto持 grandis
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2) 日:心材 料辺。心材の区耳目不明

3) 1: 髄より，その半径の1/2 の部尚 0: 髄より，その半径の 8/4 の部位
4) 1: 淡支出色 2: 黄白色 3: 淡*色 4:* 色 5: 濃*色いは色名を表わす)
5) @:非常に良い 0 ・良い 〉く:認い O-x :0と×の中間
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牲の良い樹騒が多くあった ζ とがわかった。両グループに共通の樹務は 10 樹精あるが， タウン (58) が

パプアニューギニア材では (x入「南洋材 j では (0) と評析が異なるほかはp ほとんど|司じ染料浸透性

を;立えした。

2. 梁料浸透性と全乾比重との関係

パプアニューギニア材(全乾比重 0.26~0.75) においては，全乾比重が 0.40 以下の樹極は， 一般に染

料の浸透通路を十分に有していること， Alizarin巴の境合も， 全乾J二七重が 0.40 以下の 16 樹種のうち 12

槌種が(⑤〕ないし (0) と良い浸透性を示すことを報告した7) 。

Fig. 2 Iと染料浸透はと全乾比重との関係を示す。染料浸透性の評価(@， 0 , X) を相対的な染料浸

透性をi段階的 lこ表わすものとして用いている。

全乾比重が 0.40 以下の 10 樹種はp エリ"7 (9) が (O~， X) ， リツェア (44) が (X) であるのを除

くと， (@)が自樹樟， (0) が 2 樹種となり p 一般に良い浸透刊:を示している。エリマ(ヨ〉とりツェア

(44) は吸水量が少なく (Fig. 2) ヲ リツェア (44) は逐次抽出邑が多い樹種である (Fig. 4) 。

全乾比重が 0.41~0聞 45 の 12 j封程については(@)と (X) がほぼ間数であるが， 0.46 以卜今 (31 樹種)

になると浸透性の良い樹種は少なくなり，ニュージーランド ビーチ( 1λ(36) 白マラス (39) 。ラミン

(40) の 3 樹種が(@入ニュージーランド ピーチ (2) ， (37)' タウン (58) の 2 樹種が (0) である

ほかは， (O~X) が 4;fM程ョ (X) が 22 樹穫となっている。このうち，ニュージーランド ビーチ(1 ), 

(36) .ニュージーランド ピーチ (2 入 (37) ，ラミン (40) は[政水量の多い絡I艇である (Fig. 2)。ま

た，全乾比重が 0.80 以 iーの 5 樹題，ギ、アム (11) ・パンキライ (30) .パラウ (2) ， (32) ・パラウ (3 ), 

(33) .ボノレネオ オーク (38) はすべて (X) である。

このように染料授透牲は，一般に低比宣言の樹種ほど良く r誌上tffiーの1\\1援になるほど忠くなる傾向があ

る。

3. 染料浸透性と吸水量との関係

木材が;j(の浸透する通路をム分有するか百かはp 染料の浸透にとって重要な問題である。パブcアニコー

ギニア材においても， と吸水量(板日面〉との問 lとは密接な関係があることを報奇している 7) 。
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Fig. 2 染料浸透位と会乾比重との関係

Relationship between dy色 permeability and sp巴ci五 c gravity in oven dry. 
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Fig. 3 iζ染料浸透性と以プ (tJ;( 了;ヲ 28 樹 f'R) との関係そ示す。

阪7kJ績が 0.07 g!cm2 ・ day 以下 lこは， アガチス 5) 0 マラスむののように(@)わ， ターミナリア

(8) .タウン (58) のように (0) の樹海もあるが， (x) の 11 1lJf芯が全土，Hi含まれている。ーか 3 政イく主:

が 0.08g!cm2 ・ day 以 1. iC む セノレチス (65) が (O-~x) であるほかはp ニュ戸ジーランド ピーチ

( 2) , (37) が (0)，その(lI~のヨ樹騒が(⑤〕と

との結良から3

ζ とがいえる。

く， I汲Jl<_f1Íの多い倒訟は染料浸透が良いという

4. 主主料浸透性と抽出成分量との関係

木材のj受透性は制I /J'，!惚によって J{t;科される ζ とや， t;IIII'，処」止にぶ;つ木村の浸透'[1 が日 i することがョ横

卜日 lr.:c Q) t.s1} ;ß~ ，~，ご述べられている 19) 。 ζζ では，アノレコー Jレ・ベンぼン (33 : 67 容)抽 (30 極〉と

金逐引く拙 nL忌(ヘキサンラ エーラノν， アセトン哩 メタノーノレ逐次連続行ll!J'，) (30 紺従〕守山ffJして染料没
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Fig. 3 染料以透性と I及水長(桜円高〉との関係
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透性との関係を調べた。ただし両抽出ともにデータがあるのは 7 樹種である。

染料浸透性とアノレコール@ベンゼ、ン拍出量との関係( 1 ) 

Fig. 4 ~と染料浸透性とアルコーjレ。ベンゼン 111出量との関係を示す。浸透性の良い樹種のデータが少

ないけれども，抽出量が 11% を越えるギアム (11) ・パラウ (1λ(31) 号パラウ (3) ・ (33) が (X) ，

レサック (34) が (O~X) であるので号多量の抽出成分は染料浸透性を低下させるととがわかった。

染料浸透性と全逐次抽出量との関係( 2) 

その範間大部分は抽出量が 796 以下であるが，Fig. 5 Iと染料浸透性と全逐次抽出量との関係を示す。

引l出量が 13% をまた2では抽出量の増加とともに浸透i止は全体としてやや低下する傾向を示している。

パヤ (49) .グメリナ (66) .チーク (67) はすべて(>く〉とリツェア (44) .セプター越える 4 樹穫，

なりヲ Fig. 3 の結果と同様に多量の抽出成分は染料浸透性を顕著 Jと低下させるととがわかった。

ト犠d撃や鶴一場察幹。
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Fig. 5 染料浸透性と全逐次抽出量との関係
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of successi ve extraction. 
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5. 梁料浸透性と材色との関係

「木利用品l磁の利井i 校 ~i~f iζ 関する総会研究 報包帯J20 ) において，材色の8~淡と材の特性および村の加

I一通れとの閃j主が検討された。その結果，吸収竹園出I~ 朽件・ 1益次的 11'，1点分主誌はは色のi:2淡と密接な関係が

あると述べられており， .'?í'者らもそれを ii(f!åがすると向 ii!けと，染料浸透↑，~も対色の濃淡とう応接な関係にある

こと1"初tf している 7) 。

本報告では?材の物理[ドj 胸化学的制質と心fill色の濃淡との関係を羽べ， {J:し、で染料浸透性と心[\]l1.T，の濃

淡との関係を検討した。

( 1 ) 心郎色の濃淡の区分

パブアニ工ーギ、ニア材の心iHj色ω表示は，淡白な付(一)ヲ濃い材(十)，極めて濃い材(十十)とした

が刊本報告では心郊色の濃淡ミモおおむね別度に従がって， {欠の 5 つにrx:分し表示した。
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吸水量、*5<:同国 :91ハ !\I，;n !JI 1! 1"( db刊~ptio'l( T a:l[teri t 凶 sοctl(Jrl)

Fig. 7 心部色の濃淡と l及;_k墨付反目TílD との関係

Relationship between color of i江口日r part of wood and amount 
of water absorption (Tangential s巴ction).
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→一一一一一._L一 一一一 J 
d 5 2 3 

心部色の濃 Cnlor 刊 parl ()f wood 

Fig.9 染料没透性と心伍色C!)濃淡との関係

Relatio担ship betwe巴n dye peτmcability and color 

of inner part of wood. 

1交責内色の 4 樹1苦

黄白色の 5 樹程2 

淡*15の 11 格I極3 

::1く色の 281M種4 

濃:jく色の 5 樹荷戸

口

(:jくは色名を表わす。たとえば褐色の場合s 淡褐色は 31乙褐色は 4 に，濃褐色は 5 に!ズ分した〉

)L} -n1)色の濃淡と金乾比重@吸Jk量@抽出)l_X;分量との関係( 2) 

Fig. 6 は全乾比Wcがi仁Ij，、樹極ほど心部色が濃くなる傾向を示し， Fig.7 は吸水量の多い樹廷はど心部

拍 ti'[成分量の多い樹種は心部色が濃い傾 IÎfJ Iてあることが Fiι'ﾌ t~ ， 色が淡色である傾向を示している。

8 Iごぶされている。

染料浸透性と材色との関係(3) 

染料:そ透 11:と俗接な関係のあった全乾比重@吸水車抽出成分量は，いずれも心部色の濃淡と→応の関

そこで，染料浸透性と心部色の濃淡との関係を声援 Fig 刊に示した。(⑤〕連があることがわかったれ

全休としてはノマブ。アニューギニア材と(x) の樹種は 3 ~J 5 Iと分布しており 9の樹艇は 1 ,'- 4 I亡分布し，

特に l の淡黄白色のスポンジアス|可 iおとへ心郎色の濃い樹禄ほど染料浸透七tが~~し、傾向を示している。

5 の濃::1く( 2) ，ア Jレストニア (3) .ジェ Jレトン (4) ，プランチョネラ (60) の 4 樹経はすべて(@)，

オーク (38) ，チャンパカ (50) ・ケラット (54) ，チ ク仰のの 5 樹極はノレネオ色のギアム (11) ・

i ニj主の傾向や顕著に示している。すべて (x) となり，

めと+
まIV 

53 悦木材昔日・材、産化γ:郊で総合的に続けられた 1I有jキキ!の性質J の試験に供試された 67 t~t殺のうち，

C. L Acid Blue 62) を用いて染料没越について酸性染t.'f (Alizarin巴 Brilliant Sky Blu巴 R 1829ム

透セJ'，の試験を 1 j った。そして，雨n*~ の利用のための 1 つの資料を民住宅するとともに，やj のtl ;gj: '特tl cl::

染料浸透性との関係について考察した。その要約 l立次のようである。
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( 1 ) 供え 53 磁のうち， ((?))は B 尚川 ， (C)) は 4 種あり 3 約 1i ，)の f~i稀が1::(. 、染料反返り去ノjミ

じた。

( 2) どさ乾i七;立が G.40 以下の州お士， 工リマ (9) が(口r ， X) ， 1) ツ L ア (4/1) が (x) こ、あるのを

I;~そくと((可)が 6 位打ι (())が 2 紛係と/，(り， f!:い J州、卜をjJ 、した。 全土ド乙比 ift が 0.41.'.0.45 の 12

fut躍については多ゴLザト j交 j古川内ーとの [~J {;'{, (.1 凡 il!-)!--tjなかったが， 0.46 以上の枯s.FIìでは p ご」…ジーランド ヒ

ーチ(1)， (36) 。マヲス (39) 盈ラミン (40)ω:j 泌が(@)，コージーラント、 ピ「チ( 2) , (37) 

@タウン(ら8)ω2 谷川市が〈仁)) であるほは， (:). x) ノ:I( .1 必J棟， (><)が 22 tht:l'，p となわ，寸仕υfヘ

しい、;烈た料 r没述忍創↑川1'.ムfふ4を:手二え したbピこ ο %に 0.80 ;j, !v) 5 1M係は寸べて (x) であリア

( 3) IQ吸又 /ペi< 色出; ( 卜IJ之 fl lI店阿[日[) カが\ O.07.lんミ欠l

i 命の]孔i 七討甘 1似止止r のう tち〉ヲ紛J朴搾司夜が〉戸\ (@) .で"二あ Uり)3 l以ノドjdーの多い軍 iヨが良い岱1('1 荏示した。

( ,,) アルコ fレ@ベンゼン hll ふ全j室次七\1山ぎともに~ 1'侚 !l_\J:i'l'の必いi'Mlrliほど染料がやや低

下する {Lfllfrl があむ)多}J~:O)iTI1 ，'jl，成分 {lU~:*:_j.~'めを↑Jな断片手(こ低下さ ι々。

( 5) .(淡(1なはが災く，注目JX!i仏、 1M利は三のみj がえ;かった ο
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Dye P開祖母晶bility of Tropical Woods 

Sh�hir� KATÔ(l)，日iroshi KUROSUゆ， Kimiko GOTô C3l , 

Y�o KITAMURA (4), and the late Kiyoshi HORlI KE(的

Summary 

The dye permeability of some tropical woods (53 species) with the acid dy巴 (Alizaríne

Br匀liant Sky Blue R 182%, C.1. Acid Blue 62) was ex呂mined and the re]ationships b巴tween

dye parm回bility and some wood properti巴s were discussed. 

The results are summariz思d as fo11ows : 

1. Seventeen species, about on色-third of the sp巴cies t巳st巴d ， showed good dye permeability. 

2. The spεci巴s with an oven dry specific gravity under 0.40 and the sp色cies with a amount 

of water absorption (tangential section) of over 0.08 gJcm2 p巴r day show good dye permeability. 

3. Dye perm巴ability is hindered remark乱bly with a large amount of extractives. 

4. Th巴 species in which the inner part of the wood has 呂 pale color have a tendency to 

show good dye permeability. 

Recei ved Decem ber 8, 1980 
(1) (2) (3) (4) Forest Products Chemistry Divisio口
(5) Former Forest Products Chemistry Division 


